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本邦農村の鈎虫感染率は小宮 (1957)によれば平
均 20~30% 乃至それ以上と推定され，鈎虫の病害 
作用と相侯って其の身体的，経済的損失は莫大なも 
のがある。即ち柳沢(1957)の指摘せる如く本邦農
村に於ける公衆衛生の重要な課題である。近年数多
くの正確なる調査により鈎虫の実態は相当明らかに
なっては来ているが，鈎虫流行の真因については未 
Tご検討を要する諸問題が少くない。就中，鈎虫の自
然界における感染経路の主道性を明らかにすること
は鈎虫の予防対策の根本方針を講ずるために，公衆
衛生上看過すべからざる問題である。鈎虫の感染経
路に関する疫学的業績として，永吉(1954)は宮崎
県民於て農村氏アメリカ鈎虫(以下 N.a.と略記)
が多く，ヅビニ鈎虫 (A.d. と略記)が都市に多い
のはその主要感染経路が異るためとなし，前者は経
皮感染を後者は経口感染を主道とすると報告してい
る。また吉野 (1959)は千葉県の半農半漁村に於け
る調査により N.a.は汚染土壌との接触により経皮
感染を主道とし， A. d.は土壌との接触機会の如何
にかかわらず認められたことより経口感染を主要感
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染経路とすると推定している。然るに一方牟田口 
(1955)は A.d.分布の農村の調査に於て鈎虫の感
染率が成人民高いのは農耕民関係があり，且つ
A. d.が経皮感染をするためと推論し， 同じく水野
(1956)は群馬県の農村に於てその感染の広さ，深さ
及び鈎虫の種の分布状況より A.d.の感染経路とし
ては実際問題としては経皮感染が相当重要であろう
と推測している。更に小宮 (1958)は生物学的には
N. a.は経皮， A. d.は経口が主道と見倣されるが 
自然界に於てはその地区の生活環境により，乙の反
対の場合もあると述べている。以上の如く本邦に於
ける鈎虫感染経路については未だその見解の一致を
みていない現状である。 よって著者は昭和 33年 2
月より千葉県印施郡印耀村民於て鈎虫感染の疫学調
査を行い，特に上述の感染経路について知見を得た
のでここに報告する。
第 1章腸管寄生虫保有状況
印旗郡は地理的に印旗沼周辺の低湿地帯と印東地
区における乾燥地帯とに大別され，その寄生虫の分
布状況も特異な様相を呈するものと想像される。印
施郡各地における寄生虫保有状況に関しては千葉県
第 3号 鷺谷: 鈎虫の感染経路lと関する研究 -1015-
第 1表 印膳沼沿岸地域に於ける寄生虫検査成績
(昭和 24年 2月 米軍第 406部隊綜合科学研究所及び国立予防衛生研究所共同研究による)
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衛生課で大正末より行って来た資料があったが， 2， 
3を除いて焼失した。終戦後の昭和 24年米軍 406
部隊綜合科学研究所と国立予防衛生研究所との共同
で印臓沼周辺地域 13ヵ町村の農家を 1町村当り 20 
--30戸を選び乳児を除いた家族全員を対象として
調査を実施した(第 1表)。 乙れによれば検査総数 
792人中虫卵保有者は 556人 (70.2%)であり，姻虫
卵保有率は 53.5%，鈎虫卵保有率は 18.3%である。
同年の同研究によれば千葉県全体の平均は畑虫感染
率 55.8%，鈎虫感染率 45.7%で， これに比すれば印
施郡l乙於ては畑虫は県下の平均なみであるが，鈎虫
は県下の平均を当時は下廻っていた。以後8年を経
過し生活状況も変化した今日印臆君ιζとに沼週地
域の寄生虫淫浸状況を把握するために，下記の如き
集団検便を実施した。
第 1節調査地概要(第 1図)
印措村は印旗郡の西北に在り，六合，宗像の 2地
区に分れ更に六合地区は瀬戸，吉高，山田，平賀，
荻原，松虫の 6部落より，宗像地区は岩戸，吉田，
鎌刈，師戸，大廻，造谷の 6部落よりなる。東及び
南は印旗沼氏接し北は本埜村，西は印西町に境して
いる。村は東西 9.8粁， 東北 8.7粁の長きで総面積
は39.9平方粁で，田は 7.84平方粁(19.7%)，畑 6.85
平方粁(17.2%)，山林 12.38平方粁，原野 2.28平方
粁，宅地1.18平方粁，雑地0.36平方粁，その他とな
第 1図 印施村(六合・宗像地区)要図
、司、、.
っている。六合地区は東西 5.3粁，東北 4.5粁で，面
積 21.0平方粁， 宗像地区は東西 4.5粁，南北4.2粁
で，面積 18.9平方粁である。調査当時現在戸数 1506
戸，総人口 8172人を有し，商工業其の他都市的業態
は 181戸(総戸数の 12.0%)，農業 1296戸 (86.1%)，
其の他(漁業等)29戸である。六合地区は現在戸数 
852戸，総人口 4979人を有し商工業其の他都市的業
態は 109戸で総戸数の 12.4%，農業 736戸で 86.4%
其の他 7戸であり，宗像地区は現在戸数 654戸総人
口3193人を有し商工業その他都市的業態は 72戸で
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備考: 鈎虫感染比率は全村住民の鈎虫感染率 32.2%を1とした時の各部落，男女別鈎虫感染率である。
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総戸数の 11.0%，農業は 560戸で 85.6%その他の業 第2図 印橋村部落別鈎虫感染比率
態は 22戸である。村氏於ける施設としては小学校 (平均鈎虫感染率を 32.2%を1.0とした〉
m m m m
守 峰  
2及びその分校2，中学校 2，郵便局2あり因療機関
としては開業医よりなる診療所4であり病院はなく
F
国保未実施村である。交通は至って不便で隣接町村
とは専らパスにより，印施沼対岸の佐倉市とは渡船
により交通し調査当時は未だ架橋はなかった。
第2節検便成績 

第 1項調査法 

岬眺 艇 事 事懇比比勾験続平感謝女子子 
本調査に当つては，直接塗抹法(1枚〉及び飽和
プ守合旭区
食塩水浮瀧法(1本〉を併用する方法をとった。直
接塗抹法は 3%グリセリン水を 1滴スライド'グラス (B) 畑虫の感染率について
区地俗宗
吉国一 
K点滴して割箸の先の平らな部分で便の適量(約 5 
mg)をつぶし乍らよくとかし， 18x18mmのカバ
ーグラスをのせ検鏡した。飽和食塩水浮瀞法は小試
験管lζ指頭大の便を入れ飽和食塩水を以て混和溶解
し， 1時間放置して 18x18mmのカバーグラスで虫
卵を採取して検鏡した。
第 2項成績(第 2表)
検便該当者は 8172名で検査実施者は 5952名でその
被検率は 72.8%で、あった。全調査人員 5952名中畑
虫保有者は 230名でその感染率は 3.9%，鈎虫卵保
有者は 1918名でその感染率は 32.2%であった。即
ち畑虫は著しく低率であり，鈎虫は高率であった。 
(A) 鈎虫の感染率について
部落別鈎虫感染率については第 2表のとほりであ
第 2表のとおりであるが，地区別にみれば六合地
区 3.9%，宗像地区 2.7%である。六合地区民於ては
吉高部落が 7.0%で最高，瀬戸 6.6%， 山田 3.5%，
平賀 3.3%，荻原，松虫 2.2%であり，宗像地区民於
ては吉田 10.1%が最高，大廻造谷 5.8%，師戸5.2
%，岩戸 2.6%，鎌刈 2.6%であり全地区を通じて姻
虫の感染率は純農村としては極めて低率である。な
お部落別，男女別畑虫感染率については殆んど変化
が認められなかった。村平均感染率 3.9%を1.0と
して各部落別に感染比率を求め， ζれを図示すると
第 3図のとおりである。
第 3図 印措村部落別姻虫感染比率
(平均畑虫感染率 3.9%を1.0とした) 
るが，地区別では六合地区は 31.9%，宗像地区 32.7
%で殆んど同率である。六合地区に於ては瀬戸部落 
56.7%，山田部落 39.3%，平賀部落 34.2%，荻原，松
虫部落 22.1%，吉高部落 17.4%の順に低くなってい
る。宗像地区民於ては師戸部落39.6%，岩戸部落35.8
%，鎌刈部落 32.4%，吉田部落 31.3%，大廻，造谷
部落 15.5%の順で低くなっている。一般に沼l乙面しぞ
ている部落は高率を示し，沼より離れている部落は
低率である。即ち吉高部落を除いて高率，中等度の
部落は何れも沼l乙面している湿地帯であり，低率の
大廻，造谷は沼より遠い丘陵地である。印旗村鈎虫
感染率 32.2%を1.0とし各部落の感染比率をとって
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大姻遺谷師戸鎌刈吉田結戸在原松虫平賀山岡古日官同瀬戸 
みると(第 2図)， 1.0を上廻る部落は瀬戸，山田，
平賀，岩戸，鎌刈， 師戸の 6部落であり， 1.0を下
廻る部落は吉高，荻原，松虫，吉田，大廻，造谷の 
6部落である。同じく男女別にみると男の感染率が
女を上廻る部落は，瀬戸，鎌刈で女が男を上廻る部
落は師戸，大廻，造谷で他は殆んど差がない。
(C) 東洋毛様線虫及びその他について
第 2表のとおりであるが，東毛寄生者は 391名で
その感染率は 6.6%であるが，六合地区は 9.2%，宗
像地区2.9%で六合地区に東毛は高い。最高は六合
地区の吉高で 15.1%を示し最低ほ宗像地区の吉田，
岩戸で同じく1.8%であった。其の他の虫卵保有者
は31名でその感染率は 0.5%であった。
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第 3項考察
農村は鈎虫の淫浸地として近年一般の関心を集め
ているが，鈎虫症は農業経営と密接な関係lとあり，
従って農民の職業病である。近年化学肥料の使用が
増加したとは云え経済面から，また肥料効果に対す
る従来の習慣より，人糞のになう役割は依然として
大きい。本邦K於ける鈎虫の分布l乙関しては古くよ
り調査されているが，終戦後よりその本格的な調査
がなされるようになった。鈎虫感染率についてはそ
の検査方法によって甚だ差があるが，近年各地で行
われている正確な検査成績によれば，群馬県 11.6~
64.3% [柳沢・水野 (1952~1956)J ， 千葉県 46.5~
64.1% [柳沢 (1954)・三輪(1951)J，埼玉県 20.2
~82.4% [小宮(1953)J，千葉県 45.7%[予研・米
軍 406部隊(1949)J，宮城県 17.4--40.9% [鈴木
ぐ 1956)J，福岡県 12.8~51.7% [牟田口(1955)J，富
山県 39.6%[佐藤(1957)J，千葉県五井町57.0%[谷
川(1950)J，千葉県八日市場地方の 2部落43.3%，
60.0% [沖山(1959)Jと報じている。本村の調査に
よれば比較的狭い地区に拘らず感染の濃淡がみられ
上述の如き結果を示しているが平均 32.2%の成績
を得，本村も一般農村と同じく高度の鈎虫淫浸地区
と認められる。印蕗沼周辺地区の鈎虫関係の文献を
按ずるに大正 14年千葉県衛生課の調査による臼井
町の成績がある。
即ち臼井町は印旗村の対岸lと位し印旗沼に面する
低湿地帯で印臆村と同じ環境にあると思はれる地区
であるが，検査人員 2505名中鈎虫感染者 145名，
その感染率 5.79%を示している(第3表)。更に 25
年を経過した昭和 24年米軍と予研の共同調査によ
れば印旗村合併前の六合村では鈎虫感染率は 7.1%，
宗像村では l1.1%を示し本調査に比し低率である。
以上の 2成績より考察するに前者は矢尾板氏法，後
者は AMSTI法で検査法の相違はあるが本村の鈎
虫感染率は増加している如き観を与える。このこと
は姻虫の感染率の推移と相まって甚だ興味ある問題
である。
一方姻虫の感染率については昭和 27年の厚生省
発表によれば全国平均 48.3%であり， 昭和24年の 
米軍の発表によれば千葉県は 55.8%，同じく印旗沼 
周辺地域の感染率は 53.5%であり六合村の感染率 
は64.3%，宗像村では 68.9%と高率を示していた。
然るに昭和30年来著者らの印旗村2，3の部落にお
ける飽和食塩水による検使K於て畑虫感染率が予期
に反して低かったので，本調査に於ては特にこの点
に留意して検査の確実を期するため特に直接塗抹法 
を併用し，帥l虫卵の検出K努めたが矢張り調査の結
果平均姻虫感染率 3.9%という低率であった。 乙の
原因については不明であるが，昭和 24年時の調査
により六合，宗像村当局の蜘虫l乙対する啓蒙宣伝並
びに駆虫，特に小，中学生i乙対する姻虫の集団駆虫
は相当に徹底し，亦各家庭においても所謂 f富山の
おき薬Jと称して配置売薬は殆んどの農家におかれ
[サントニンjによる「虫下しJを常用している現況
である。一方鈎虫に対しては昭和 30年迄は全くと
りあげられず鈎虫に対する駆虫は行われていない。
第3表 千葉県印膳郡臼井町年令別有卵者 (大正 14年 千葉県衛生課調査による)
検
査年令 511j 人
員
有
Jj}s 
者
百 Jj}s 
分 す腸百|胴百
虫
|鞭百[東様白|肝
別
ス百|院百
二・分 分 分洋線;分臓ト.分 分比 指虫比虫ー比虫:比毛虫比ヂマ.比虫比
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姻虫の感染率低下が駆虫の効果によるか否かは; IL. %を前後している。乙れは 0--4才迄の乳幼児は行
わかに断定し難いが興味ある乙とと思われる。一方 動範囲も狭く汚染する機会が少いので感染率も低値
印旗郡の東南部を占むる乾燥地帯に於ける調査によ を示すものと考えられ， 5---9才は通学等少しく前者
れば何れも姻虫感染率は 30;'___60%を示し鈎虫感染 に比べて行動範囲は広くなる ζとから少しく感染率
率は 10，..30%である。乾燥地帯K於ては四季を適 も上昇し， 10....19才の年令層は一部農耕民専従する
じて f赤風jと称し風鹿がはげしく， ζれが姻虫蔓 もの或は時記従事する者も増加する為に前者に比し
延の一因をなすものと思われるが沼周辺の湿地帯に 更に感染率も上昇し， 20--59才は農耕従事年令層と
は，かかる事は全くなしこの地理的条件及び土質 考えられ畑，湿地，t留水等の汚染環境に接触して濃
の相違が両種寄生虫流行の成績を助長するものでは 厚な感染を起すものと思われる。農耕民従事する年
なかろうかと思われる。以上を綜合するに，少くと 令層の範囲について当村に於ては通常中学卒業 (15
も調査時現在に於ては本村は， r畑虫少く鈎虫多き .，16才〉とともに農耕を行うが高校その他の学習の
村jと推定しで誤りないと考える。本邦の一般農村 Tこめ一部のものは農耕に専従しない。 よって 20才 
K於ては畑虫の感染が鈎虫の感染より高率である乙1 以上をもって農耕の下限界と考え 59才を上限界と
とが認められているが，との例外としては千葉県五 考えてよ L'060才以上では全く農耕に従事しなくな
井町K於ては蜘虫 34.5%，鈎虫 57.0%(谷川 1950) るか叉は従事したとしても可成り軽くなっている年
であり，埼玉県大田村では畑虫26%，鈎虫 62.4% 令層で従って汚染環境に接触する機会も比較的少く
(小宮 1952)であり，宮崎県串間，上干野では姻虫 なるので感染率も柏々減少する傾向を示すものと思 
19%，鈎虫 29%(牟田口 1956)の如く鈎虫感染率 われる。
が虫回虫のそれを上廻る地区も報告されている。然し 感染率を男女別にみると 0.，4才， 80....89才では
乍ら本村の如く一村の全部落が岨虫感染率 10%以 男が少しく女を上廻るが他の年令層K於てはすべて
下， その平均感染率 3.9%とL'う低率のところは少 女が男を上廻り，特に 20---59才の労働年令層K於て
いのではあるまいか。この点については今後の広は は明らかK女子の感染率が男子の感染率より高い。
んな調査に期待したい。 これは女子が男子より鈎虫，仔虫K対する抵抗性が、
弱いためか農耕従事の機会が多いのか真の原因は今
第 2章寄生虫年令別感染状況 後の調査にまちたい。
第 1節印旗村男女別，年令別鈎虫感染率 第 2節地区別男女別，年令別鈎虫感染率
第 4表I乙示す如く鈎虫感染率は男女共lζ30--39 第 1項六合地区
才の年令層が最も高率である。即ち 0--4才の乳幼 第 5表K示す如く当地区lζ於ては 5....59才迄はす
児層は最も低く次いで 5---9才では乳幼児の約2倍， べての年令層に於て女が男より高率であり，平均感 
10--19才では更に増加し 20才以上では急激に感染 染率は男 29.9%，女 33.6%で女が男より高い。
率が上昇し 59才迄の年令層はいずれも感染率が 40
第 4表 印膳村寄生虫検査成績 (年令別・男女別・寄生虫別) (昭和 33年 2月〉
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備考: 鈎虫感染比率は全村住民の鈎虫感染率  32.2%を 1とした時の各年令，男女別鈎虫感染率である。
第 5表 印旗村六合地区寄生虫検査成績 (年令別・男女別・寄生虫別) (昭和 33年 2月〉
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備考: 鈎虫感染比率は六合地区鈎虫感染率 31.9%を 1とした時の各年令，男女別鈎虫感染率である。 
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1) 瀬戸部落(第4図)
当部落に於ては 49才迄は男の感染率は女のそれ
を上廻り 50才以上は逆に女が男を上廻っているが
部落全体としては男女の差がない。男の平均感染率
は 57.1%，女 56.5%とほぼ同率である。
第 4図 瀬戸部落， 男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
3) 山田部落(第6図)
感染率は男が37.3%，女は 41.3%である。 0--4
才， 5--9才， 60--69才， 70--79才層を除いて 10才
以上 59才迄の年令層に於ては何れも女が少しく男
より高率である。
第 6図 山田部落男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
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2) 吉高部落(第5図)
平均感染率は男が 15.6%，女が 18.9%で女が僅l乙
高い。即ち 0--4才， 50--59才， 80--89才層を除い
て一般K女が男より感染率は高い傾向にある。
第 5図 吉高部落男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
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4) 平賀部落(第 7図)
感染率は男 30.6%，女 37.4%で女が少しく高い。
即ち 5才以上 59才迄は 10---19才を除き何れも女が
男より感染率は高くなっている。
第 7図 平賀部落男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
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5) 荻原，松虫部落(第 8図) 第 8図 萩原松虫部落男女別，年令別，寄生
感染率は男 20.8%，女 23.3% である。 10~19 才， 虫別検査成績 昭和 33年 2月実施 
80~89 才の階層を除いて何れも女が男より高率を
100 鈎虫一-Z
示す。
姻虫 -z 
第 2項宗像地区
第6表lζ示す如く平均感染率は男 30.1%，女 35.1 80 
%である。 20--29才の男女同率層を除けばすべて
の年令層で女の感染率が男のそれを上廻っている。 
1) 岩戸部落(第9図) 60 
感染率は男 32.4%，女 38.8%で女が高い。即ち 5 
--9才， 10"-'19才を除いて全年令層K於て女の感染
40 
率は男のそれを上廻っている。 
2) 吉田部落(第 10図)
感染率は男 29.6%，女 32.9%である。	 20 
3) 鎌刈部落(第 11図)
感染率は男が 34.0%，女 32.2%で男が女より高い
傾向にある。即ち 29才迄は何れも男が高く 30才以
不
8 
且 ， ， も  
， 
3C 
u d - -
M g ' Mリ ' '， ， ，  
計
詳後 59才迄は女が高く以後は男が高くなっている。 
4) 師戸部落(第 12図) べての年令層K於て女が男に比しその感染率はや〉
感染率は男 36.5%，女 42.7%で女が高い。即ちす 高くなっている。 
第 6表 印旗村宗像地区寄生虫検査成績 	 (昭和33年 2月)
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備考:
第 9図
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岩戸部落男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
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男女別鈎虫感染率である。
第10図 吉田部落男女別，年令別，寄生虫別
検査成績 昭和 33年 2月実施
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第 11図 鎌刈部落男女別，年令別，寄生虫別 第 13図 大廻造谷部落男女別，年令別，寄生

検査成績 昭和 33年 2月実施 虫別検査成績 昭和 3:年 2月実施
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l乙差があるべきであろうと述べ，経口感染をなす畑
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5) 大廻造谷部落(第 13図)
感染率は男 10.4%，女 20.5%で女は男の約 2倍の
感染率を示す。即ち 0:-..4才層を除くとすべての年
令層に於て女の感染率が男を上廻っている。
第3節 年令別鈎虫感染曲線及び感染経路につい
て
柳沢 (1957)は農村民於ける鈎虫の感染経路の主
道が経皮的であれば，年少者と年長者の鈎虫感染率
虫の年令別感染曲線l乙於てはその平均感染率を1.0
とした場合，年少者層における感染の比率が1.0よ
り高く年長者においては1.0より低い傾向が見られ
るが，鈎虫に於ては A.d.，N. a.共l乙年少者層は 
1.0より低く年長者では1.0より高くなっていると
している。矢島 0958)は寒冷地を含まぬ全国 20
地区民ついて鈎虫種別l乙年令別鈎虫感染曲線を作成
し，両曲線とも極めて近似し幼年層の比率は地域感
染率1.0K対して何れも低く年令の増加K伴って上
昇し略20才で1.0をよぎり壮年層K至ってその比率
は1.0を上廻って横這いし，老年層に至ってや、低
下していると述べJ我が国農村に於ける両種鈎虫の
感染主道は経皮的であると推定している。
こζl乙六合地区及び宗像地区ならびに両地区を合
した印旗村全体の男女別，年令別，鈎虫感染曲線を
図示すれば，第 14図，第 15図，第 16図のとおり
である。両地区及び全村とも地区感染率，全村感染
率1.0K対して幼年層の比率は低く年令の増加に従
って上昇しほぼ 20~21 才で1.0 をよぎり，六合地区
では 30~39 才層で比率1.28 を， 宗像地区では同じ
く30--39才層で比率1.53を，全村では 30--39才層
で比率1.38を最高として示し，それより少しく下り
気味に横ばいし 60才以上になって六合地区では低
下し宗像地区ではや〉上り全村ではいったん下り再
び上る傾向を示している。即ち柳沢，矢島の見解と
ほぼ一致する結果を得た。年令別鈎虫感染曲線の推
0.6 
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第 14図 印旗村六合地区年令別鈎虫感染曲線 第 16図 印旗村年令別鈎虫感染曲線 
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第 17図 印旗村年令別畑虫感染曲線
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率を求め曲線l乙図示すれば男女曲線ともほぼ同じ傾
露量の増加を意味するとすれば，本村の年令別感染
曲線の推移より明らかなる如く，印旗村I乙於ける鈎
虫の感染経路は経皮感染を主道とするものと思われ
る。
第4節 印旗村男女別年令別姻虫感染曲線
経口感染をなす畑虫について男女別，年令別姐虫
感染曲線を図示すると第 17図のとおりである。即
ち柳沢，矢島の主張する如く上述の鈎虫とは全く異
なる曲線を示している。本村の姻虫感染率は既述の
如く農村としては甚だ低率な 3.9%を示している
が， これを1.0として男女別，年令別にそれとの比
向を示し，男女平均年令別感染曲線K於ては最高は 
0---4才層の1.76で1.0を上廻り以後年令層の増加
につれ減少し約 28才で1.0をよぎり以後横ばt.の
状態を示している。
第 3章鈎虫種類別分布状況
昭和 33年 2月印旗村全部落に検便を実施しその
寄生虫の分布状況を明らかにしたが，特に鈎虫の淫
浸度高く 32.2%の感染率を得た。またその年令別感
染状況よりして本村の鈎虫感染の主道は経皮感染で
あると推定したが，更にその鈎虫の種類を明らかに
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し病害性の著しく異なる A.d.とN.a. (D何れがど
れだけの濃度で本村民分布しているかを明らかにす
るととは，本村の鈎虫対策に欠くべからざる事と考
え前回調査に引続き鈎虫卵培養法並びに排出虫体法
によって調査を行った。
第 1節鈎虫卵培養法による調査
第 1項調査法
各部落における鈎虫卵陽性者より便の再提出を求
め無作為K集められた材料を櫨紙培養法により仔虫
の判定を行った。判定者数は 981名であった。
検査方法はi慮紙片(幅 25mm，長さ 15mm)の一
端から 5cmまでを残して他の部分にうすく平らか
に割箸で糞使約 0.5gを塗抹し中試験管(径 18mm，
長さ 170mm)の底迄漉紙片をおし ζみ中試立てに
立て，駒込ピペットで便にかからぬよう注意しなが
ら約 3ccずつ水を入れ，ポリエテレン紙を中試の口 .A.口
計
265 744 1: 2.9 
lζかぶせ輪ゴムで密封する。 これを 250Cの浮卵器
に保存し 7日後任 ζれを検鏡して種別を判定した。
第2項成績(第7表，第8表)
第 7表の如く総計 981名の培養により A.d.のみ
の者 237名 (24.2%)，N.a.のみの者 716名 (73.0
%)，両種混合 28名 (2.9%)であった。これを地区
別に見ると六合地区は検査人員 579名中 A.d.のみ
の者 185名 (32.0%)，N.a.のみの者 376名 (64.9
%)，両種混合 18名 (3.1%)であり，宗像地区は検
査人員 402名中 A.d.のみの者 52名(12.9%)，N. 
a.のみの者 340名 (84.6%)，両種混合のもの 10名 
第 8表 鴻紙培養による A.d.，N.a.寄生者比率
主
区
h恥ぞリlA.d寄生者IN.a寄生者IA.d.:N.a 
ムノ、 瀬戸 28 95 1:3.4 
20山 田 31 1: 1.5 
メ口与、 14平賀 117 1:8.4 
74吉高 53 1: 1.6地
98荻松 虫原} 67 1: 1.5 
区
394 1: 1.9 
岩戸 
小計| 203 
9 124 1: 13.8 
7J世フ主
亡仁と3 田 17 61 1: 3.6 
9鎌 刈 55像 1: 6.1 
14師 P 91 1: 6.5 地
13 19 1: 1.5造谷区
350 1: 5.6 小計| 62 
(2.5%)であった。即ち全村及び両地区共IcN. a. 
単独寄生者が最も多く次K A.d.の単独寄生者，最
も少いのは両種混合寄生者であった。両種混合寄生
者をそれぞれ単独寄生者に加えて両種鈎虫寄生者数
の比率を算出すると第8表のとおりである。即ち六
合地区は A.d.寄生者:N. a.寄生者の比は 1: 1.9， 
宗像地区は A.d.寄生者:N.a.寄生者の比は 1: 
5.6，全村では A.d.寄生者:N.a.寄生者の比は 1 
: 2.9であり，部落で N.a.の最も多いのは岩戸で 
A. d.寄生者:N.a.寄生者の比は 1:13.8，N.a.の
最も少いのは山田，大廻造谷の 3部落で A.d.寄生7
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第 1項調査法
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第 2項成績(第9表，第 10表)
第 9表 (1)K示す如く駆虫人員 70名中全員に排
虫を見，総計 2，520隻の鈎虫を得た。内 A.d.は25
隻， N.a.は2，495隻である。 N.a.単独寄生者 64 
-1028一、 千葉医学会雑誌 第 36巻
名 (91.4%)，A. d.単独寄生者 1名(1.5%)，両種混
合寄生者 5名 (7.1%)で N. a: A. d.:両種混合の 
寄生者の比は 64:1: 5であり，両種混合者をそれぞ 
れ単独寄生者に加算して両種寄生者の比率を算出す
ると(第 9表 (2))，A. d.: N. a.の寄生者の比は 1: 
11.5となり排虫種別から見ても本地区は N.a.寄生
者の絶対優占地区と見倣される。総排虫数 2，520隻 
を種別に見ると(第 10表(1))A. d. 25隻， N. a. 
2，495隻で A. d.:N.a.の排虫数の比は 1:99.8で本 
地区は N.a.の優占地区である。次に両種別に排虫 
数を排虫者数で除して 1人平均排虫数を算出してみ
ると N.a. 36.2隻， A. d. 4.2隻である。更K排虫
数の状況は第 10表 (2)~と示すとおりであるが最多
排虫者は N.a. 550隻であり， A. d.は単独寄生者 
の6隻である。
第9表 種別に見た鈎虫排虫状況(平賀部落角崎)
ぬ;4LlJ~~11f I両一
 
|64 11 I 
I91.4% I1.5% I7.1% 
(2) 
N.a寄生者 [Ad寄生者 A.d.: N.a. 

69 6 1 : 11.5 

第 10表 種別に見た鈎虫排虫数
総排虫数 I 1人平均排虫数
計 IN. a. IA. d. IN. a. IA. d 
2520 j 2495 I25 I36.2 I4.2 
排虫数 1 100以下 |12出|議日副総出
人員|長 63 I5 I1 I1 

63名中 1名 A.d.単独 6隻排虫 

第3節者察
本邦に於ける A.d.，N. a.の分布については近年 
諸家の報告があるが，関東地方に於ける成績につい
ては， A. d.優占地区としては群馬県富永村〔内田
(1953)J R於では検査人員 3009名中感染率 56.0%，
A.d.:N.a.寄生者の比は 3:2であり，同じく群馬
県名久田村〔水野(1952)Jは検査人員 236名中感染
率 31.3%で A.d.寄生者のみであり，千葉県高滝村
〔矢島 (1955)Jは検査人員 199名中感染率 58.0%，
A. d.:N. a.の排出虫数比は 10: 1 である。次~[ N. 
a.優占地区としては群馬県宮城村〔内田 (1952)J
に於ては検査人員 1007名中感染率 34.1%，.A. d. : 
N.a.寄生者の比は 4:5である。また埼玉県荒木村 
〔相崎 (1953)Jに於ては検査人員 2514名中感染率
44.9%，A. d. : N. a.寄生者の比は 1:10である。同
じく埼玉県三田ヶ谷村〔相崎 (1952)J は検査人員 
2562名中感染率 44.5%，A. d. : N.a.寄生者の比は
1: 10であり，同じく埼玉県行田市〔小宮 (1951)J
は検査人員 202名中の感染率 67.5%，A. d. : N. a. 
排出虫数比は 1:5である。また神奈川県川崎市〔小
宮山 (1952)Jに於ては検査人員 1605名中の感染率
17.1%，A. d. : N. a.排出虫数比は 1:5であり，東
京都南多摩郡〔小宮山(1953)Jは検査人員 514名中
の感染率 2.5%，A.d.:N.a.の排出虫数比は 1:4.5 
であり，千葉県姉ケ崎町〔内田(1954)Jに於ては検
査人員 224名中の感染率 63.8%，A.d.:N.a.の排
出虫数比は 1:5であり，更に千葉県匝瑳郡光町虫生
部落〔沖山 (1959)Jは検査人員 158名中の感染率 
60.0%，A.d. : N.a.寄生の比は 1:2.7，A.d.:N. 
d.排出虫数の比は 1:13.6であり， 同じく千葉県匝
瑳郡多古町南借部落〔沖山(1959)Jは検査人員 201
名中の感染率は 43.3%，A. d.: N. a.寄生者の比は 
1:5で， A. d.:N.a.の排出虫数の比は 1:57.1であ
った。 A.d.とN.a.の分布の異なる因子は極めて
複雑で今後の研究を要する問題であるが，水野 
(1956)は群馬県下 40カ町村における調査により 
N. a.の分布は標高の高くなるにしたがって小さく
なると述べ，鈴木 (1956)は宮城県ー農村で山地
部は平地部より N.a.の分布が少いと述べ，松崎 
(1955)は湿暖地には N.a.が多く東北地方l乙は A. 
d.が多く分布すると推論している。
今回調査せる印施村氏於ては鈎虫感染率 32.2%で
あったが，更lζ鈎虫の種類別を調査せんとし全部落
より無作為に集めたる鈎虫卵陽性者に櫨紙培養法を
実施して内 981名を判定したところ A.a.のみの寄
生者 237名 (24.2%)， N. a.のみの寄生者 716名
(73.0%)，両種混合寄生者 28名 (2.9%)であった。
即ち A.d.寄生者:N.a.寄生者の比は 1:2.9であ
った。なお平賀部落l乙於てはその比が 1:8.4であっ 
j'，こ。更に平賀部落瀬戸の鈎虫陽性者 70名の駆虫に 
よる排虫数を調査したところ， A.d.のみのもの 1
例(1.5%)，N. a.のみのもの 64名 (91.4%)，両種
寄生せるもの 5名 (7.1%)であった。即ち A.d.と
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N. a.の寄生者の比は 1:11.5であった。また A.d.， 
N.a.排出虫体数の比は 1:99.8であり，以上の成績
より当村民於ては「広さ」及び「深さJのいずれの
点でも N.a.の分布は A.d. R.比し優占している。
即ち乙の成績を前記諸氏のそれと比較するに当村も
一般農村におとらず鈎虫の濃厚に分布していること
が判明し，同種鈎虫の分布相は N.a.優占型であっ 
Tこ。
;.a.結 日間
昭和 33年 2月より千葉県印措郡印旗村民於て腸
管寄生嬬虫の調査を行い，特lと鈎虫感染経路の疫学
的調査に重点を置き実施した。即ち可及的lζ全住民
に糞便を呈出させ塗抹法及び飽和食塩水浮瀞法によ
って検便した。鈎虫卵陽性者については，その一部
について櫨紙培養法lとより鈎虫の種別を判定じた。
なお一部落の鈎虫陽性者に対し四塩化エチレンに依
る集団駆虫を実施し，その排出虫数及び種別を確認
し，両種鈎虫の分布状況を調査した。以上その結果 
Iとより下記の如き成績を得た。 
1) 総検査人員 5952名中鈎虫感染者は 1918名で
その感染率は 32.2%，畑虫感染者は 230名でその感
染率は 3.9%であった。即ち本村は「姻虫少なく鈎
虫多き村Jと見倣される。 
2) 鈎虫の年令別感染率については幼年層に低く
少年層では漸増し 20才以上で急激に高くなり青壮
年層では高率である。 
3) 年令別鈎虫感染曲線の推移を検討して本村の
鈎虫感染の主道は経皮感染と考える。 
4) 憶紙培養法により総計981名中 A.d.単独寄
生者237名 (24.2%)，N.a.単独寄生者716名 (73.0' 
%)， 両種混合寄生者 2.8名 (2.9%) を得た。即ち 
A. d.:N. a.寄生者の比は 1:2.9であった。 
5) 鈎虫感染者 70名に駆虫を行い， A. d. 25隻， 
N.a. 2495金，計 2520隻を得た。A.d.単独寄生者
1名(1.5%)，N.a.単独寄生者61名 (91.4%)，混 
合寄生者5名 (7.1%)であった。即ち A.d.:N.a. 
の排出虫体数の比は 1:99.8，A. d..:N. a.寄生者の 
比は 1:11.5であった。 
6) 以上lとより本村は N.a.の優占地区と認めら
れ，本村の鈎虫感染主道は経皮感染と推測される。 
稿を終るに臨み，終始御懇切な御指導と御校

闘を賜わった恩師柳沢利喜雄教授，並びに御指

導を頂いた水野哲夫助教授に深く感謝致しま 

す。なお種々御協力を賜わった東大伝研寄生虫
研究部長佐々学博士及び同研究部の諸先生方に
厚く御礼申し上げます。また種々御助言を頂い
た千葉大公衆衛生学教室矢島ふき氏をはじめ諸
先生及び長年本調査に御協力，御援助を下さっ
た印嬬村衛生主任関進一氏並びに佐倉保健所の
職員諸兄に衷心より感謝致します。
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第 2編 特に人体感染実験について
目
1.緒 仁ゴ 
I.実験方法
1.実験材料 
2. 被 検 者 
3. 感染方法 
il.実験成績
1. 皮膚侵入仔虫数 
2. 鈎虫行虫による皮膚炎 
3. 症 状 
a.自覚症状 
1.緒言
ヅピニ鈎虫(以下 A.d.と略す)及びアメリカ鈎
虫(以下 N.a.と略す〉の人への主な感染経路が，
経皮的であるか経口的であるかを明らかにすること 
は，鈎虫の感染予防対策上重要な問題であるが，第
1編K於て述べた如く近年鈎虫の疫学的調査が精細
に行われ，その感染経路についても疫学的考察がな 
されている。
即ち永吉 (1954)，吉野(1959)は A.d.は経口感
染を主道とし N.a.は経皮感染を主道となすとし，
牟田口(1955)，水野 (1956)，矢島(1959)は A.d.， 
N. a.共に経皮感染を主道とすると述べている。著
者も第 1編に於て N.a.の優占して農村民於て鈎虫
の年令別感染率より考察して，千葉県一農村に於け
る鈎虫の感染経路は経皮感染を主道とすると推測し
た。之を要するに N.a.の感染主道は経皮的である 
ζとはほ Y意見の一致をみているが， A. d. Kつい
ては未だ決論を下すには至っていない。一方鈎虫
次 
b.血液所見 
c. その他の変化 
4. 虫卵仔虫の出現状況 
5. 感染成虫数 

イ.虫体排出状況 

ロ.鈎虫感染率 
  
IV.考 察 
ムv.結 ヨ日間
文 献
の感染経路に関する実験的研究としては古くは 
Leichtenstern (1886)，Grassi (1887)，Looss (1896， 
1911)，Pieri (1902)，Claude A.，Smith (1904)， 
Boycott (1905)，南崎 (1928)，大場(1929)，河西
(1932)，Kendrick (1934)，梁(1937)，上田 (1943)
等数多の業績があるが，近年乙れを解決せんとする 
実験的試みが， Beaver (1955)，吉田 (1958)，山下
(1958)，平川 (1958)，鈴木 (1959)，沖山(1959)，
水野・小池(1959)，水野・中村 (1959)等によって行
われている。特に人鈎虫仔虫を以ってその固有宿主
たる人への感染実験が注目に値する。即ち Beaver
は3隻の N.a.仔虫を夫々 9例Iζ経皮的lと作用せし 
め，その 5例に排卵を認め，吉田は A.d.による経
皮感染 9例， A. d.による経口感染 5例， N. a. il: 
よる経皮感染3例， N.a.経口感染2例計 19名の人
体感染実験を行い， A. d.は経口感染を主道とし，
N. a.は経皮感染を主道とすると述べ， 山下は 4名 
に感染実験を行い A.d.は経口的にも経皮的lとも感
染し成虫をみたとし， N.a.は経皮的には感染した
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が，経口的には感染し得なかったとし，平川は A.
d.，N. a.仔虫の混合経口感染を行い A.d.は全例
に感染をみたが~ N.a.は全例に感染し得なかった
としている。また鈴木は 3例に手背， 1例に足背K 
A. d.，N.a.の混合感染を行い， A.d.は手背の 1例
に感染をみ， N. a.は手背の 2例及び足背の 1例計
3OUK感染をみ， N. a.は A.d.より感染率が高い
と述べている。以上の結果より見れば生物学的には
A. d.は経口感染が N.a. Ic::.比し容易であり， N.a. 
は経皮感染が A.d. Ic::.比し容易のように思われる。
著者は感染の実際の場たる農村民於ては実際問題
としては足部よりする経皮感染が多いと推定し 2例
に A.d.，N.a.仔虫を足背より作用させ，舶の 1例
には小数の A.d.仔虫を経口的に投与しその皮膚侵
入率，皮膚炎，症状，感染率等を観察し 2，3の知見
を得たので報告する。 
I. 実験方法 
1. 実験材料。実験に用いた仔虫 
実験に用いた A.d.及び N..a.仔虫は，瓦培養法
によって水中花移行した Vitalityの同一なものを
用いた。即ち A.d.，N.a.の単独寄生者の糞便を夫
々直径 7cm，厚さ 1cmの素焼の片面に塗抹し，塗
抹面を上にしてシイーレlと入れ，i慮過水を瓦の 8分
目程度にひたし 280 Cの勝卵器内で 10日間培養し，
水中花移行した仔虫を遠沈し上澄みを捨て仔虫を含
む沈査を再び他の清浄な瓦lζ移行しシャーレの中央
に静置し上述の如く櫨過水を入れ，更に 48時間 280
Cの騨卵器内で培養し再びシャーレ内の水中lζ移行
した活、凝なる仔虫を水洗遠沈し， ζの沈誼中の仔虫
を実験に供した。
2) 感染実験に用いた仔虫数の計算法
平川氏法 (1957) Iとより感染仔虫数を計算した。
即ち上記の如く再培養によって得た仔虫含有沈誼を
適当な濃度比し，乙の液中に硝子毛細管(直径約
0.4rrim，長さ約 90mm)を挿入すると毛細管現象に
より仔虫含有液は管中を上昇するが，約まの高さに
達した時速やかに管を液中より取り出しその管の挿
入部分をガーゼで清拭し， 乙れを載物ガラスl乙載せ
セロテ{プで固定し移動装置を用いて検鏡し仔虫数 
を計算した。検鏡はとく I乙2名で別々に行いその正
確を期した。次に毛細管の一端を吹いて仔虫含有液 
を静かK皮膚面上並びに飴の中氏排出させ夫々経 
皮，経口感染実験を行った。毛細管は使用後再び検 
鏡して管内に仔虫が残っているか否やを確認した。 
本実験に於ては何れも残存仔虫を管内に認めず最初
計算した仔虫数が夫々作用したものと考える。
2. 被検者 
経皮感染実験を行った第 1例は都市民勤務する健
康な公務員で，第2例は都市民居住する家庭婦人で 
ある。経口感染実験を行った第 3例は都市に居住す
る男子の職人である。いずれもこ〉数年来鈎虫感染 
の機会が認められなかった者である。感染実験前に
数回にわたり飽和食塩水浮砕法(3本値)並びに瓦
培養法 (2枚値)にて検査を行い，鈎虫卵及び同仔
虫は陰性であった。但し第 3例に於ては浮説法κょ
り東洋毛様線虫卵を検出している。
3. 感染方法 
1) 経皮感染
感染部位は第 1例，第 2例とも足背を選び，第 1
例は第 1回感染lζ於ては右足l乙A.d.仔虫を，左足 
lζN. a.仔虫を感染させ，第 2回感染lζ於ては左足 
K N. a.仔虫を感染させた。第 2例lζ於ては第 1回
感染時には右側KA.d.仔虫を感染させ，第 2回感
染時には左側Ic:.N.a.仔虫を感染させた。感染時の
外界祖は表 1ζ示す如く暖房(石炭ストーヴ)によ
り190 C乃至 310 CIL保った。感染方法は足背皮膚の
中央部lLi慮過水(水道水を鴻過せるせの)を夫々 1
滴ずつ滴下し， ζの水滴中K上記仔虫含有の毛細管
を静かに吹き出し， これが流出せぬよう足部を平ら
かに静置するよう留意した。仔虫を皮膚へ滴下して
より 1時間の間充分に水滴の状況を観察し，水分が
蒸発する倶れのある場合は憶過水を慎重に 1滴補給 
する様lζ留意した。仔虫作用 1時間後任局所を大量
(約 400cc)の櫨過水で大シャーレ(直径約 20cm) 
内l乙傾むけて的確に洗糠し， ζの洗樵水を遠沈し 
て， ζの沈潰を集めて更に 3回繰返し遠沈を行い，ー
その沈溢中lζ含まれた未侵入仔虫を検鏡Kより計算
した。即ち作用仔虫数より未侵入仔虫数を減じて乙
れを皮膚侵入仔虫数とした。なお洗糠水中の未侵入 
仔虫はすべて検鏡により活溌な運動を確認した。ま
た検鏡により各実験毎l乙仔虫の被鞘が数箇見出され
た。
2) 経口感染
第3例は前回食事から 6時間以上を経過した空腹
時比 A.d.仔虫 11隻を投与した。即ち直径7--8
mmの球状の能の中心部I[A. d.仔虫 11隻を入ね，
100 ccの水を用いて鴨下せしめ，更に大量の水 (680
cc)を飲用させた。飴球の鴨下にあたっては， これ
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が破壊して仔虫が口腔，咽頭，食道等から体組織に
侵入するのを避けるため，噛み或は潰すことのない
よう留意した。 
III.実験成績 
1. 皮膚侵λ仔虫数 
a. .まえがき
鈎虫が人の皮膚より侵入する機転については 
Looss (1911)が始めて毛嚢壁と毛嚢との聞が重要
なる門戸であると指摘し，本邦lと於ては北村 (1930)
は犬鈎虫の犬に対する実験で毛嚢及び汗腺がこれに
関係ありとし，笹田 (1943)も毛嚢及び皮膚欠損部
より鈎虫仔虫の侵入を証明している。然し一方 ζれ
に反し Schuffner (1906)，北村正勝(1943)等は仔
虫の皮膚侵入は毛嚢と無関係なりとし，永井(1956)
は汗腺排世口が仔虫の侵入門戸ではないかと推定し
ている。即ち上記の如くその侵入機転については未
ピ意見の一致をみていない。著者は農村K於ては足
部よりの鈎虫感染の機会が多いと思われるので足背
よりの A.d.，N.a.両仔虫の皮膚侵入率をみたので、
報告する。 
b. 成績 

表 11と示す如き成績である。
 
No. 1. 39才男子 

表1. 経皮感染時における皮膚侵入仔虫数の成績
症 初j No. 1 
年 1 39 
性 合
感 染 回 数 |第 1回|第 2回|計
感染実験日 123tlbi;t| 
外 界 温 I190C I270C 

部 位 
A. d. 右足背

N. a. 左足背 左足背
皮膚へ作用させた仔虫数 92 92 
73 
% 79.3 
A.d. 皮膚侵入仔虫数 73 
はA.d.，N.a.による経皮感染実験lζ於て人lζ生じ
た皮膚炎を組織学的に検索して虫体を汗腺排世管内
に証明し， iこえかぶれJの好発部位としての足部で
8195 176度膚へ作用させた仔虫数 
62 9836支膚侵入仔虫数 
% 

症 ou No.2 
年 1 39 
感
性' 
染 回 数
♀ 
|第 1回 l第2回
感
外
染 実
界 
験 日 
1量 
11~ 月3134年日 Ir月 3149年日
I230 C I310 C 
第 1回感染実験日 昭和 33年 11月 11日。実験
時気温 190C。右足背の中央部K.A. d.仔虫 92隻，
左足背中央部に N.a.仔虫 95隻を作用させ 1時間
後K夫々の足背を充分に水洗して未侵入仔虫数を求
めたと乙ろ， A. d.仔虫 19隻， N. a.仔虫 59隻を
得たので，侵入仔虫数は A.d.仔虫73隻， 79.3%， 
N. a.仔虫 36隻， 37.9%であった。
第 2回感染実験日 昭和 34年 1月19日。実験時
気温270C。左足背中央部K.N. a.仔虫 81隻を作用
A. d. 右足背
部 位 
N. a. 左足背
24皮膚へ作用させた仔虫数 
24皮膚侵入仔虫数A. d. 
I100.0 I 
31皮膚へ作用させた仔虫数 
30N. a. 皮膚侵入仔虫数 
今も 
% 96.8 

させ 1時間後に足背を充分に水洗して未侵入仔虫数
を求めたと乙ろ， 19隻であったので侵入 N.a.仔虫 時気温230C。右足背中央部K.A. d.仔虫 24隻を作
数は 62隻， 76.5%であった。 よって No.1は2回 用させ， 1時間後の未侵入仔虫を求むるに O隻であ
の実験を合計すれば，右足背K.A. d.仔虫を 92隻 り皮膚侵入仔虫数は 24隻， 100%で、あった。
作用きせ 73隻侵入しその率は 79.3%であり， 左足 第 2回感染実験日 昭和 34年1月 19日。実験時
背は合計 176隻の N.a.仔虫を作用させ 98隻侵入 気温 310C。左足背IN. a.仔虫 31隻を作用させ，r.
した乙とになりその率は 55.7%であった。 1時間後の未侵入仔虫を求むるに 1隻であったので 
であった。96.8%隻，30皮膚侵入仔虫数は才女子392. No. 
第 1回感染実験日 昭和 33年 11月 14日。実験
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c. 小括 仔虫の皮膚侵入によって生ずる皮膚炎についての
未だ嘗て鈎虫感染が認められなかった 2名の被験 記載は Looss(1898，1911)を以て嘱矢とする。即
者に外界温が 190C乃至 310Cのもとに足背より A. ち自家実験l乙於て手背及び指聞に発赤腫脹を認め， 
d.及び N.a.仔虫を感染させ，その侵入率を求め次 2週間で丘疹が消失したと述べ 13才の男子の下腿
の成績を得た。 例では何等症状を認めず， 26才男子の前時例は実験 
1) A. d.仔虫の侵入率は 79.3%及び 100%であ 翌日著明に局所の腫脹を認めたが1週間で消失した
った。 と報じ，その後 Boycott (1905)，Schu妊ner(1906) 
2) N. a.仔虫の侵入率は 37.9% 等も皮膚炎について記載しているが何れも鈎虫の種，及び76.5%，.
96.8%であった。 類については記載がない， Beaver (1955)は9例の 
3) 向一人民於ける A.d.とN.a.の侵入率は， 人体感染実験に於て夫々 3隻の N.a.を皮膚に作用 
No.1では 190 Cの外界温では夫々 79.3%，37.9%で させ全例lζ紅斑，丘疹をみたと述べ，本邦に於ても 
A. d.仔虫の方が高才、であった。 No.2R.於ては A. 河西(1930)は N.a.の人体経皮感染で紅斑，丘疹 
d.とN.a.の侵入率は外界温230C以上に於て夫々 をみ 3週間で消失したと報じている。著者は 2名K 
100%，96.8%で殆んど差がなかった。 A.d.，N.a.による計5カ所の経皮感染を行いその 
4) 同一人lとおける N.a.の侵入率は No.11L於 皮膚炎ついて観察したので報告するo
て外界温 190Cのもとでは 37.9%，外界温270Cのも b. 成績
とでは 76.5%であり，高温の場合が低温lζ比して侵 表 2，表31乙示す如くである。 
入率が高かった。 A) N. a.仔虫によみ皮膚炎 
2. 鈎虫仔虫による皮膚炎 No.1 
a. まえカfき 1)第 1回感染実験 皮膚侵入仔虫数36隻。皮膚
表 2. アメリカ鈎虫仔虫に依る皮膚炎(足背〉
症 例 INo. 1 (第 1回感染) INo. 1伊回感染)I No.2 
紅
斑
+ 
+ 
+ 
+ 
紅
日 
+ 
+ 
+ 
赤
紅
斑
発
+ 
+ 
侵入仔虫数 36隻 62隻 30隻
自覚他 覚 自覚症 他 覚 自覚 他 覚
色丘 掻 丘 色 掻i$ 発 痕 損丘 色 事状 発赤Pー~素 素仔虫 拝 界 拝沈さ尤1Aヨ台ω 1A全完世fz作用後時間 E疹 感 痛 感 痛疹 感 痛疹
目U 一一 一 
5 分
 
10 分
 
15 分

一 一 一 一
十 
20 分 
30 分 十
 
40 分
 十
 
50 分
 十 + 十+ 
十 十60 分 十 十 十 
2 時 
+ 
+ + + 
1 日 十 
2 日 
十 
十 
3 日 
一 
十 
4 日
+ 
十 十土 一 + + 
1 週 十 一 一 ++ 
2 週 十
 
3 週
 一
着素
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表 3. ヅピニ鈎虫仔虫に皮膚炎(足背) 所l乙認めたが，以後 3日目;迄認められ以後は色素沈
着の状を呈し 2週目よりは認めなかった。 
No.1 No.2 
B) A. d.仔虫による皮膚炎 
73隻 24隻 No.1 皮膚侵入仔虫数 73隻。仔虫作用中及び)¥¥L
前
一
直後共に自他覚症状は何等認めなかった。作用後8
時聞にして局所に「チクテク jする f痛痔さ jを覚
え始め， 11時間後には、広痛を伴った中等度の掻痔感
を覚え以後 3日目迄続いた。発赤は 3日目 l乙局所に
認めたが軽度で4日目以後は色素沈着として認めら
状 ¥ 一  
5 分 
10 分 
20 分 
30 分 
60 分 
7 時 
8 時 十|ー ト
11 時 十十|半 
17 時 +1十
22 時 十|ー ト
1 日 ギ|ー ト
2 日 十|十 
3 日 十 +1ー
4 日 + 
1 週 十
2 週
に仔虫作用後何等の自他覚症を認めず，水洗後僅か 
に局所lζ発赤，紅斑を認むるも掻痔感はなかった。 
感染後 3日目局所にや〉掻痔感を覚えたが4日目 l乙
は殆んどなくなった。発赤紅斑は 1週間軽度に認め
後は色素沈着として僅かに赤らむ状態を呈し 2週以 
後はj肖槌した。
2)第 2回感染実験皮膚侵入仔虫数 62隻。行虫
作用後 30分にして軽度の掻痔感を局所K覚え以後
水洗する迄断続して「かゆみjを覚えた。局所は水
洗後僅かに発赤，紅斑を呈するも翌日より精々明ら
かに之を認め 1週間継続し後は色素沈着として「赤
らむJ程度を示し 2週以後は全く異常を認めなかっ
Tこ。
No.2 皮膚侵入仔虫数 30隻。実験前は皮膚面
に何等の自他覚症状を訴えなかったが，仔虫作用後 
15分にして局所に「チクチク jする掻痔感を一過性
に覚えた。更に作用後 50分にして掻厚感lζ軽度の
広痛が加わり， ζれは水洗後約 1時間後迄続いた。
掻庫感は 4日目迄続いたが以後は自覚しなかった。
作用後 1時間で水洗する前より軽度の発赤紅斑を局
れ2週目以後は消槌した。 
No.2 皮膚侵入仔虫数 24隻。 自他覚症状は局
所l乙全く認められなかった。 
c. 小括 
A. d.，N. a.同種鈎虫仔虫を夫々別々に同一人の
足背広作用させ，仔虫が皮膚より侵入する際に生ず
る皮膚炎を観察した結果次の如き成績を得た。 
1) N. a.仔虫による皮膚炎は 2被検者 3事例す
べてに，発赤，紅斑，掻痔，軽度の色素沈着を認め
悲痛は 3事例中 2例に認めた。 
2) A. d.仔虫による皮膚炎は 2例中 1例に発
赤，紅斑，掻痔感，広痛，色素沈着を認めたが他の 
1例には全く認めなかった。 
3) 同一人民於ける両種鈎虫による皮膚炎につい
て比較してみると， No. 2 R於ては N.a.の皮膚炎
が強く A.d.の夫れは全くみられなかった。併し
No. 1 R於ては両者の聞に差は殆んど無かった。
3. 症 状 
a. 自覚症状
イ.まえカfき
鈎虫仔虫の人体経皮感染l乙於ける自覚症状として
鈎虫種別の1明らかなる成績をみるに，t 932)可西(1 
は N.a.仔虫による 3例の経皮感染実験lζ於て全例
とも仔虫作用後3日目より咳歎，曙疾，鹿戸等の白
覚症を認めたとし，吉田(1958)は7例の A.d.仔
虫による経皮感染実験及び 4例の N.a.仔虫による
経皮感染実験に於て前者の A.d.感染 1例に中等度
の若菜病症状を認めたが他の全例に於ては何等の自 
覚症を認めなかったとしている。両種鈎虫を同時に 
経皮的に感染させた実験Kついては鈴木 (1959)は
4例すべてに展取を認め，沖山 (1959)は自家実験 
の手背例に於ては 3日自民悪感，不快感があったと
している。
次l乙鈎虫の経口感染時比於ける自覚症状として
は，吉田 (1958)は A.d.仔虫を 5例に経口投与し，
小数仔虫を投与した 1例を除き 4例に軽度乃至強度
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の若菜病症状を認めたとし， N. a.仔虫による 2例 
においては何等の自覚症をみなかったとしている。
著者は 2例IL.A. d.及び N.a.仔虫による経皮感染
実験を， 1例に A.d.仔虫による経口感染実験を行
いその症状を次の如く観察したので報告する。 
ロ.成績
( 1 )経皮感染実験
表 4n:示す如くである。 
No.1 第 1回感染実験 N. a.仔虫36隻， A. d. 
仔虫73隻侵入。感染実験後4日自民「のどjが「い
がらっぽく jなり軽い|要!販が出始めた。なお胸内圧
迫感を覚えたが翌日には消失した。咳験，咽頭部異
常感は 7日日以後は消失した。 
第 2恒l感染実験 N; a.仔虫62隻侵入。感染実
験後2日自民僅かに咳蹴あり以後何等の臨床症状を
認めなかった。
No.2 第 1回感染実験 A. d.仔虫24隻侵入。
感染実験後6日自民咽頭異常感，頭痛，咳噺:及び肩
凝あり風邪と思えぬと被検者は訴えている。肩凝は
翌日比，その他の症状は 8日目迄続き 9日自には消
失した。
第 2回感染実験 N. a.仔虫 30隻侵入。感染実
験後4日自民軽度の咽頭異常感及び咳取を覚え 6日
目迄続いて消失した。なお6日自にほ軽度の「鼻づ
まり jがあったが翌日には消失した。
(2) 経口感染実験
No. 3 A. d.仔虫 11隻経口投与。感染実験後第
1日及び 2日目迄軽度の胃部不快感あり以後消失
す。実験後4日目 5日目の両日にわたり軽度の咳轍
を自覚したが以後は何等の症状を認めなかった。
ハ.小括
1) 2例の人体経皮感染実験に於て咳轍，咽頭異
常感等の自覚症を極めて軽度に認めたが，之れを以l
って直ちに鈎虫仔虫によるものとは断定し得なかっ
r.こ。 
2) 1例の A.d.仔虫による経口感染実験に於て
極めて軽度ではあるが，胃部不快感及び咳搬を認め
た。
b. 血液所見 

イ.まえカfき

鈎虫卵保有者の血液所見としては好酸球の増加す
るζ とは臨床的lζ認められるところであるが，鈎虫
仔虫を作用後その経過を追求した業績としては，河 
西 (1932)によれば N.a.仔虫による経皮感染後白
血球数及び好酸球の増加を認め，鈴木 (1959)は4
例の両種鈎虫による経皮感染実験K於て 2例lζ白血
球数及び好酸球の増加を認め他は著変がなかったと
し，なお好酸球の増加は仔虫作用後1O ~27 日目よ
り増加をみ，その最高値は約 40%であるとしてい
る。著者は 2例について A.d.，N. a.仔虫による経
皮感染実験を行い経過を追って白血球数及び好酸球
の増減を観察したので報告する。 
ロ.検査方法 
赤血球数と白血球数は所定の方法により Thoma
表 4. 経皮(足背〉感染による自覚症 
No. 1 No. 2 
感回 数染 I第 1回感染 第 2回感染 第 1回感染 第 2回感染 
N: a. 3763 隻 N. -a. 62隻 A. d. 24隻 N. a. 30隻仔虫数 A. d. 
主主;咽常異 頭 肩 胸圧迫 咳 咽異 頭 屑 胸圧迫 咳 咽異 頭 屑 胸圧迫 咳 咽常異 鼻 頭 屑常 常 塞閉頭感 重 J凝 内感 欧 頭感 重 凝 内感 現主 頭感 重 J凝 内感 明支 頭感 重 i疑
前 一 一 
1 
2 十 
3 
4 + 十 ± + + 
5 + 十 十 + 
6 十 + 十 + + + 十 + + 
7 十 土 土 一， 
8 十 + 、十 
9 
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氏計算板を用いて計算し，血色素は Sahli氏法によ 血球数，赤血球数，血色素，好酸球数共lζ著変がな
り%を以て表した。好酸球は Giemsa氏染色法に かった。 
より染色し，白血球 200個中の好酸球数より百分率 NO.2 N. a.仔虫による第 2感染実験日より第 
を算出した。 6日自民好酸球数が 5%を示したが間もなく旧に復
ハ.成績 した。その他は何れも変化がなかった。
表 5R.示す通りである。 ニ.小括
No.1 時日の経過につれて血液所見をみたが白 人体経皮感染実験に於て血液所見の変化について
表 5. 血液所見及び検便成績
検査年月日
症 初リ 
経過\ー日~数検\査\項日¥ 
No. 1 
白吋叩二|問|検使
(万)1(%) I(%) 
No. 2 
経;!jn '!ilI白血球|赤叩 =imiM
(万)I(%) I(%) 
S. 33年7 
11. 
11. 9 
n.10 
11.14 
11.15 
11.19 
11.25 
12. 1 
12. 12 
12.、26 
S. 13.4年7 
1.11 
1.18 
1.19 
1.24 
1..30 
2. 3 
2. 9 
2. 11 
2. 18 
2.26 
3. 3 
3. 9 
3. 12 
3. 16 
3.23 
3. 31 
4. 15 
4.22 
4.29 
5. 6 
5. 15 
5. 16 
6. 6 
詣 2 
7 
11 
17 
23 
34 
48 
60 
64 
71 
77 (6) 
83 
87 (16) 
93 (22) 
95 (24) 
102 (31) 
110 (39) 
115 (44) 
121 (50) 
124 (53) 
128 (58) 
135 (64) 
143 (72) 
158 (87) 
165 (94) 
172 (101) 
179 (108) 
188 (117) 
189 (118) 
4800 I579 I120 I0.0 I(一) 前 4 (一) 
第 1回感染実験日 
前 1 7200 416 105 2.0 (一) 
第 1回感染実験日 
4330 514 122 2.0 2 
4500 550 120 0.0 6 
5600 523 120 0.0 12 
5800 513 110 0.0 (-) 18 7000 420 105 3.0 
4200 527 110 0.0 (一〉 29 7000 420 100 0.0 (-) 
4600 540 110 0.0 (一) 43 7100 445 95 0;0 (一) 
4800 560 110 0.0 (-) 55 6800 450 100 0.0 (一) 
5200 550 105 0.0 (-) 59 6900 430 105 
4900 524 110 0.0 (一) 66 7200 440 100 0.0 I(一) 
第 2回感染実験日 第 2回感染実験日 
4850 520 110 0.0 (一) 72 (6) 7600 410 95 5.0 (-) 
78 7200 415 100 2.0 (-) 
5200 531 115 0.0 (-) 82 (16) 
88 (22) 7100 420 105 1.0 (一) 
4900 540 110 0.0 (-) 90 (24) 
5200 563 110 0.0 (-) 97 (31) 7400 425 100 0.0 (一) 
5000 521 105 0.0 (ー ) 105 (39) 7100 420 95 0.0 (-) 
5200 575 110 0.0 (ー〉 110 (44) 
5100 550 110 0.0 (~) 116 (50) 7300 446 105 2.0 (一) 
4800 535 118 2.0 。(ー ) 119 (53) 7100 450 100 2.0 (-) 
4900 550 105 0.0 (-) 123 (58) 7000 426 95 0.0 (-) 
4700 545 100 0.0 (-) 130 (64) 7200 410 95 0.0 (一) 
4600 515 100 0.0 (一〉 139 (72) 7600 436 100 0.0 (ー ) 
4600 510 115 0.0 (-) 153 (87) 7400 440 95 2.0 (ー ) 
4800 532 110 0.0 (-) 160 (94) 7400 410 100 1.0 (-) 
4700 538 110 0.0 (-) 167 (101) 6900 438 95 0.0 (ー ) 
4700 515 100 0.0 (一) 174 (108) 6700 412 105 2.0 (一) 
5200 540 105 0.0 (一) 183 (117) 6300 418 110 2.0 (-) 
駆虫 184 (118) 駆虫 
(ー ) (-) 
経過日数ランの()内は第 2回感染日よりの日数を示す。
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検査を行ったが，白血球数，好酸球数，赤血球数，
血色素値何れも全経過を通じて変化を認めなかっ
Tこ。‘ 
c. その他の変化
イ.まえカfき
経皮感染実験 2例について時日の経過K従い胸部 
X線像を追求した。
ロ.成績 
No.1 実験前X線直接撮影にて異常を認めず感
染実験後第4日目，第 7日目以後 1週間隔 3回撮影
した。第 2回感染後も同様 5回撮影した。何れも胸
部Iζ異常所見を認めなかった。 
No. 2 No.1と同様lζ検査したが胸部lζ異常所
見を認めなかった。
ハ.小括
経皮感染実験 2例l乙於ては胸部線X像K全く変化
を認めなかった。 
4. 虫卵仔虫の出現状況 
a. まえがき
鈎虫仔虫を経皮的lζ人体lζ作用後始めて糞便中lζ
虫卵が証明される迄の時日については，山下(1958) 
はA.d.，N.a.仔虫を同時に経皮的に作用させた後
54日自に虫卵を証明し，鈴木 (1959)は同じく A. 
d.，N.a.仔虫による足背よりの混合感染実験lζお
いては 56日自民不受精卵を認め，手背よりの混合 
感染に於ては 66日自に N.a.行虫を認めたとしてい 
る。次に鈎虫仔虫による経口感染実験に於ては吉田
(1958)は5例の A.d.仔虫の経口投与例に於ては
投与後，糞便中の鈎虫卵陽転迄の時期は夫々 43，62，
88，96，105日目であったと述べている。著者は 2例
につき A.d.，N.a.仔虫による足背よりの経皮感染 
実験を，他の 1例lζは A.d.仔虫による経口感染実
験を行い，虫卵，仔虫の出現状況を検討したので報
告する。 
b. 検査方法
経皮感実験に於ては感染実験後より約 1週間々隔 
で，経口感染lζ於ては仔虫投与後 1カ月を経過して 
から約 1~2 週間々隔で，飽和食塩水浮瀧法及び瓦 
培養法によって虫卵，仔虫を検索した。即ち飽和食 
塩水法 2本，瓦培養法は尿 0.2gを2枚の瓦に夫々
塗抹し，計 0.4gの尿を培養し，仔虫の種別並びに
数を検鏡により確めた。
c. 成績 
虫卵及び仔虫検査状況は表 5;表6のとおりであ
る。
、表 6. 感染実験後における虫卵排出状況 (No.3)
感 染 飽和食塩水浮瀞法 瓦培養 
ー実験後
年月日 経過日数 A.d.仔虫
+ 
+ 
+ 
+ 
十S.34. 
1.19 第 1日 
2. 16 29 
2 43 3. 一
16 57 3. 十 
3.23 64 
3.30 71 
6 78 4. 十 
4.20 92 十 十 
5. 4 106 十 + 
5. 18 120 十 十 
5.23 125 第 1 回 駆虫
13 146 6. 
7. 2 165 第 2 回駆虫 
7. 16 179 ++ )1+(受精卵 
7.22 185 第 3 回 駆虫
8. 12 206 一 + 一
検査
+ 
+ 
+ 
+ 
)I+(受精J;J[J + + 
No. 1 駆虫当日迄尿よりは鈎虫卵及び仔虫を検
出し得なかった。 
No.2 鈎虫卵及び仔虫を遂に検出出来なかっ 
た。
No.3 A. d.仔虫 11隻経口投与後78日自に A.
d.仔虫を瓦培養法lとより認めた。虫卵は 92日自に
浮治法により鈎虫卵を始めて検出し以後駆虫迄陽性 
であったが， 146日目， 179日目の検査に於ては何れ
も受精卵の排出を認めた。なほ東洋毛様線虫卵は毎 
回の検査に陽性であった。
d. 小 括
感染実験後浮瀞法 (2本値)，瓦培養法 (2枚値)の
検査を行い，次の成績を得た。
1) 経皮感染実験例 2例l乙於てはいずれも遂に鈎 
虫卵，仔虫の検出をみなかった。
2) 経口感染実験 1例については実験後仔虫は角
78日目 p:.，虫卵は 92日自に見出された。
5. 感染成虫数
a. まえがき
人体経皮感染実験に於てi南崎 (1928)は畑で経皮
感染を自体に行い両種鈎虫が感染した ζとを認め駆
虫により 31隻を得Tことし，大磯 (1930)は2例の 
500隻作用例ではその寄生率 6.4%，4.8%，600隻作
用例では 9.2%としているが，何れも仔虫の皮膚侵
入数は明らかでない。河西 (1932)は N.a.の経皮
1 
一 ム
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表 7.
郎一駆  
JU
状 「  
虫 月
成 一染 一感一お一
感染実験l乙於てその感染率は 11%， 12%，13%であ
るとし，梁 (1937)は3名の A.d.仔虫経皮感染率
日
E¥
叫
57575
虫 感ロ一時 回
、
/17171β
一斤一斤2
一 辺
回一回国第一第第 
(一後日数 染 
サ門寸|寸
日一一薬一一一則げ一球一一球一め買同一計半日「引
7127
0
は 35%，26.6%，26.5%とし，山下(1957)はN.a. 馬区
の感染率は 11%， A. d.の感染率は 12%としてい
る。押山 (1959)は自験例で N.a.の感染率は 10.2
%， A. d.の感染率は 0%なりとしている。
次に人体経口感染実験lζ於ては，吉田(1958)は 
5例K A. d. 仔虫を投与し，その感染率は 21.7%~ 
r w
川町一虫市]いい一巾 団一日山一
一 一 : 一 : 一 : 一
日74.7%であるとなし，平川 (1959)は4例に A.d.， A、 計
船一排色合一 
1
一0
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N.a.仔虫の混合投与を行い，その A.d.の感染率
卵有)を得た。即ち雄 2隻，雌 2隻合計4隻の A.dは 37.7%~79.3% であり， N. a.のそれは 0%であ
ったとしている。著者は 2例K経皮感染を， 1例lζ
虫体を確認した。
ロ.鈎虫感染率
経口感染を行ったのでその感染率を報告する。 
b. 駆虫方法
表 8，表 9~乙示すとおりである。 
駆虫剤はL、ずれも四塩化エチレン球(l球に 0.3g 表 8. 経皮(足背)感染実験における感染鈎虫数
含有)を使用し，分服せしめ駆虫剤服用後 2時間に
してで硝 25gを多量の水と共に与えた。採虫は駆虫
剤服用後'24~48 時間迄の排出使について虫体の検
出を行った。最終駆虫日後 3週自民後検使として飽
和食塩水法 (3本値)と瓦培養法 (2枚値)Kより
虫卵及び仔虫を求めたがすべて陰性であった。 
NO.1及び NO.2 駆虫準備として前日の夕食は
軽食(うどん)とし午後 8時で硝 15g服用，共に翌
朝迄に 1回の排便あり，翌朝絶食し午前 8時にテト
レン 8球，更に 30分後 7球，計 15球を服用，後 2
時聞にしてで硝 25g を服用，後 24 時間中K5~7 回
の水様便あり， ζれを検査した。 
No.3 第 1回駆虫(仔虫投与後 125日目)テト
レン球 17球，=e:硝 25g使用。第 2回駆虫(仔虫投
与後 165日目)テドレン球 15球，で硝 25g服用。
第 3回駆虫(仔虫投与後 185日目)テトレン球 20
球，で硝 30g服用。各国の駆虫共，駆虫剤投与後 48
時間迄の排出使について虫体の検索を行った。
C. 成績
イ.虫体排出状況 
NO.1 第 1回感染実験より 189日目，第 2回感
染実験より 118日自民当る 5月 16日上記の如く駆
虫を行ったが，遂に虫体を得なかった。 
No. 2 第 1回感染実験より 184日目，第 2回感
染実験より 118日K当る 5月 16日に上記の如く駆
虫を行ったが，虫体を見出し得なかった。 
No. 3 虫体の排出状況は表7の如くである。
仔虫投与後 125日目の尿lζA.d.雄 1隻。 165日
日の尿には虫体を検出しなかった。投与後 185日目
の尿に A.d.雄 l隻， A. d.雌 2隻(子宮内に受精
種虫 |症例|い i-INo. 2 
73 24 
A. d. 
侵入仔虫数
感染鈎虫数 。 。 
98 30 
N.a. 
侵入仔虫数
感染鈎虫数 。 。 
表 9.
ililF国王向日

36.4記|AdJIlEilをII 4 I~ 2I36.4 
鈎虫感染率は皮膚侵入仔虫数叉は経口投与仔虫数
に対する感染の成立をみた成虫数の百分率を以って
表わした。 
NO.1 A. d.鈎虫K於ては皮膚侵入仔虫数 73隻
に対 L感染成虫数 0隻， 0%であった。 N.a.鈎虫
に於ては皮膚侵入仔虫数 98隻に対し感染成虫数 0
隻， 0%であっ?こ。 
NO.2 A. d.鈎虫l乙於ては皮膚侵入仔虫数 24隻 
lζ対し感染成立数 0隻， 0%であった。 N.a.鈎虫
に於ては皮膚侵入仔虫数 30隻に対し感染成虫数 0
隻， 0%であっ?こ。 
NO.3 経口投与仔虫 A.d. 1隻に対し感染成虫
数 4隻， 36.4%であった。 
d. 小括
経皮感染実験lζ於ては実験後 118日目乃至 189日
自に駆虫を行い，経口感染実験l乙於ては実験後 125
乃至 185日自に駆虫を行い，次の如き結果を得た。
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1) No. 1，No. 2 K於て A.d.，N. a.の感染率 鈎虫皮膚炎の観察部位としては大場 (1929)，大磯
はいずれも 0%であった。 (1930)，河西(1932)，横川 (1933)，永井(1956)， 
2) No.31乙於て A.d.の経口感染率は 36.4%で 吉田 (1958)は何れも上醇内面に於て，神山(1959)
あった。 は自家実験で手背，鈴木(1959)は手背及び足背， 
IV. 者 察 永井 (1956)の野外実験では足部に於て行ってい
著者は 2名の未だ鈎虫に感染したことのない被検 る。上陣内面は皮膚炎観察部位としては好適と思わ
者に両種鈎虫仔虫を同一人に足背広作用させ， 1名 れるが実際の感染の場としては実状にそくやわない憾
の被検者には少数の A.d.鈎虫仔虫を経口的K投与 みがある。著者は感染の場として本邦の農耕状態lζ
し，前述の如き成績を得たので実験方法並びlζ実験 於ては経皮感染の機会の多いと思われる足背に於て
成績について次の如き考察を行った。 観察した。 
1. 実験方法について 皮膚炎の自覚症状については大磯 (1930)はブラ
1) 感染実験経過中に重感染を避けるためK，被 ジノレ鈎虫仔虫 200~500 隻を 1 時間作用させたが，
検者は都市民居住する著者自身と家庭婦人並びに男 作用後5分にして局所に蟻走感を， 15分後に灼熱感
子の職人を選び，実験時期を自然感染の少いと思わ を訴え，後数時間にして激甚なる掻庫感を覚え 8~
れる冬期を選んだ。即ち経皮感染実験は 11月中旬 14日の聞に消槌したとしている。また河西(1932)
及び 1月中旬K行い経口感染の 1例は 1月中旬に行 は N.a.仔虫 150隻を作用させ，後数分乃至 20分
った。 にして掻痔感を認めている。永井(1956)は A.d.， 
2) 永井(1956)は「乙えかぶれjの調査に於て N. a.の仔虫及び犬鈎虫仔虫を夫々地点をかえて 20
鈎虫の経皮感染は実際の場たる農村に於ては手背叉 隻ずつ 1 時間作用させ，作用後1O ~20 分にして掻
は足背より行われる乙とが多いと述べているが，著 痔感を惹起し 1~2 日を最高とし早きは数日，遅くも
者は感染部位として足背を選んだ。 11日比消失するとしている。なお永井 (1956)は野 
3) 従来の多くの実験成績に於て感染仔虫数の正 外実験K於て， 4例につき A.d.，N. a.仔虫を夫々
確な算定の記載に欠ける憾みがあるので，著者は既 別に撒布した土壌中K行立させ， 3例 (A.d.，N. a. 
述の如く平川氏法はよりその正確を期した。なお仔 各 500隻)に於ては作用後 20分lとして， 1例 (A.
虫感染時の外界温は 4回の実験中 1回は 190Cであ d.，N. a.各 300'隻) K於ては 6時間後民掻庫感の
ったが他の 3 回はすべて「ストーヴ JK より 230C~ 出現を認めている。沖山 (1959)は自家実験で N.a; 
310C K保った。之れは仔虫の運動能力が温度托影響 117隻， A. d. 68隻を夫々左右の手背に作用させ，
されることが多いと思われたからである。なお仔虫 N. a.仔虫による局所K17分後lζチクチクする蟻走
作用中は局所の水分が蒸発せぬ様注意して水の補給 感を， 20 分にして相当の掻痔感を訴え 4~5 日で最
を行った。 高lζ達し8日より軽減し 15日に消槌したと述べて
4) 経口感染実験に於ては小数の A.d.仔虫によ いる。 A.d.仔虫にあっては何等の自覚症を覚えな
り感染を成立させるため館球に入れ経胃的l乙行い且 かったとしている。著者の実験における NO.1の 
つ多量の水を飲用させた。 N. a.仔虫36隻侵入実験に於ては作用後3日自に至
.2. 実験成績について って局所に軽度の掻庫感を訴え 5日自には消退し
1) 皮膚侵入率 た。同じく 62隻の N.a.侵入実験に於ては作用後
西村(1958)は実験的K温度の差はより鈎虫仔虫 30分托して掻痔感を覚え 1時間後Kは消退して以
の組織侵入率K差のあることを認め，鈴木 (1958) 後殆んど自覚しなかった。 NO.2のN.a. 30隻侵入
は経皮感染実験1例につき報告し， 180Cの下ではそ に於ては作用後 15分にして軽度の掻庫感を一時覚
の侵入率 N.a.仔虫36.6%，A. d.仔虫は 7.5%，250 え，50分後より再び掻摩感を訴え同時にチクチクす 
CK於ては N.a.仔虫62.1%，A. d.仔虫83.0%の る悲痛を自覚し， ζの広痛は水洗後 1時間続いた。
成績を示している。著者の実験に於ては No.11乙つ 掻痔感は 4日目以後殆んど無くなった。また NO.1
いては N.a.仔虫は 190CK於ては 37.9%，270C K の A.d.仔虫 73隻侵入実験においては掻痔感は作
於ては 76.5%の侵入率を示し外界温の差は皮膚侵 用後8時聞にして生じ 3日目より減退して4日日比
入数民影饗を与えるものの如くである。 は消失した。広痛も同じく 8時間より自覚し3日目 
2) 鈎虫仔虫による皮庸炎 より消失した。 No.2のA.d. 24隻侵入に於ては何
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等の自覚症を訴えなかった。即ち著者の実験では局
所の自覚症は N.a.，A. d.作用後 15分乃至8時間 
にして掻痔感を覚え 4~5 日自には消失している。
A. d. vr.於ては侵入仔虫少き場合は自覚症無きもの 
の如くであるが 1例であるので断定は出来ない。
皮膚炎の肉眼的変化については文献をみるに何れ
も自覚症の発現より遅く前記大磯 (1930)は作用 5
時間後赤色の斑点を認め 3日自には局所K発赤腫脹
を認め 5日目を最高として漸次消退し全治する迄K
は1カ月を要するとし，永井 (1956)は前記実験に
於て 20 分 ~1 時間後に局所に粟粒乃至半米粒大の 
淡紅色，半球状iζ隆起せる膨疹を生じ 1日後小紅斑
点に化し 7~11 日比至って正常皮膚に復するが，時
K僅かに暗褐色の色素沈着を残す乙とありとし，野
外実験の皮膚炎は局所の白覚症に柏々遅れて発赤，
紅斑或は丘疹時に周囲の腫脹を認め 1~2 週間には
消失するとしている。神山 (1959)は前記実験K於
て作用後 1時聞にして局所K紅斑を生じ 15日目よ
り減退し 30日自に正常の皮膚l乙復したと述べてい
る。著者の実験に於ては No.1の N.a.仔虫 36隻
侵入にあっては作用後 1時聞にして紅斑を生じ 2週
目に全く消失している。 N.a.仔虫62隻侵入に於て
は1時間にして僅かに紅斑を認め 24時間後明らか
Kなり 5日自民消退し始めている。 No.2の N.a・
30隻侵入にあっては作用後 50分にして紅斑を認め
4日自民消失後数日間色素沈着を認め 2週自には全
く正常皮膚に復している。
No.1のA.d.仔虫73隻侵入比於ては紅斑を作用 
後 3日自に認め後僅かに色素沈着を残したが 2週目
氏旧民復した。 No.2のA.d.仔虫24隻侵入に於て
は局所に全く肉眼的変化を認めなかった。 
3) 症状
著者が行.った人体経皮感染実験l乙於ては全回とも
感染後 2--4日目より数日にわたって軽度の腰欺を
認めた。その他咽頭異常感，頭重を訴えたものがあ
ったが何れも極めて軽度であった。
経口感染実験の A.d.仔虫 11隻投与例について 
は極めて軽度の自覚症を認めた。既述の如く吉田
(1958)は経口感染実験では経皮感染実験に比し自 
覚症が強く出るとなし， A. d.仔虫経口感染5例中
4例に若菜病症状を認め，症状を殆んど認めなかっ
た1例は仔虫数第 1回 12隻，その後 2週後vr.15隻
を投与したものとなしている。即ち著者の例と考え
合せて A.d.仔虫経口投与による症状は，その投与
数が小数の時は殆んど無いか或は極めて軽度なるも
のの如くである。
4) 血液所見
前述の如く鈴木(1959)は4例の経皮感染に於て 
2例記血液所見の著変を認めず，無所見者の中の 1
例は成虫の感染を見なかったと報じているが，著者
の2例の経皮感染率に於ては局所に自他覚症状を認
め，且つ毎回作用後に軽度乍ら咳殿等の症状をみ仔
虫の皮膚よりの侵入は確実と思われたのであるが，
遂K白血球数，好酸球等Iζ全く変化は認められず全
経過lとわたって遂に成虫を得る K至らなかった。
5) 虫卵，仔虫出現状況並びに虫体排出状況
経皮感染実験lζ於て吉田 (1958)は94日自に虫卵
を発見し，沖山 (1959)は60日自に仔虫を発見し， 
鈴木 (1959)は虫卵66，76日目vr.，行虫を 2例共66
日目 l乙発見している。著者は足背よりの経皮感染実
験を行った 2例について第 2回感染後 118日間経過
を観察したが遂K虫卵，仔虫を見出し得なかった。
経口感染実験の No.3 R.於ては仔虫投与後 78日
自民培養lとより A.d.行虫を認め，ついで 98日目の
浮活字法Kより虫卵を始めて発見した。 125日自に駆
虫を行い A.d.の雌 1隻を得たが 146日目の後検使
で A.d.の受精卵を認めたので 165日自民第 2回駆
虫を行ったが虫体を得られず， 179日目の後検使で 
再び受精卵を認めたので 185日自民第 3回の駆虫を 
行い雄 1隻，雌2隻を得，雌の A.d.子宮内に受精 
卵を認めた。以後 3週自に検便するに虫卵及び仔虫
は陰性であった。平川 (1958)は4例の A.d.，N. 
a.仔虫同時経口投与において全例VCA. d.仔虫のみ
を培養で投与後 117~158 日自に検出している。吉
田 (1958)は5例の A.d.経口感染例で虫卵陽転後
3~6 回の駆虫を反覆繰返し始めて虫卵が陰転する 
のを見，平川(1959)も前述の経口感染において虫
卵陽転後 4~5 回の駆虫を反覆行って始めて虫卵，
仔虫の陰転を認めている。著者は小数の A.d.仔虫
投与にも拘わらず虫卵，仔虫の陰転迄vr.3回の駆虫
を要した。
6) 鈎虫感染率及び鈎虫の感染経路について
吉田 (1958)は3例の N.a.仔虫の経皮感染率は 
o%， 0.66%，0.64%であったとし， 4例の A.d.仔
虫による経皮感染率は全例とも 0%であるとしてい 
る。鈴木(1958)は同一人に同時に経皮的に両種鈎
虫を作用させ， N. a.の感染率は 0%，55%，10.4 
%， 43.7%であり， A. d.の感染率は 3例が 0%，1 
例が 4.1%であり，両者とも生物学的には N.a.は
経皮感染を主道とすると結論しているが，著者は同
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一人に A.d.，N. a，を本邦lζ於ける現在の農耕状態
では最も経皮感染の機会が多いと思われる足背に作 
用させ長期にわたり観察を行ったが両種共遂に成虫
を見ずその感染率 0%はであった。これは A.d.， 
N. a.の経皮感染を全く否定するものでなく鈎虫の 
経皮感染の成立が必ずしも容易でないことを示唆す
るものであろう。 
A. d.仔虫の経口感染実験は1隻の小数投与であ 
り，空腹時lこ多量の水と共l乙与えたが，その感染率
は36.4%であった。
最近，永吉 (1956)は鈎虫の感染経路は生物学的
と生態学的の 2者K区別して考察すべきことを述
べ，第 1編K於て既述した如く小宮 (1958)は鈎虫
は生物学的には N.a.が経皮， A. d.は経口が主道
と見倣されるが，生態学的lζは地区によりこの反対
の場合もあり，その地区の生活環境lとより感染経路
は異ると述べている。亦水野 (1956)も実験室内の
人体感染実験の結果を直ちに「実際の感染の場J tこ
る農村の実状にあてはめて考えることは危険である
と指摘している。即ち鈎虫の生物学的な感染経路と
「実際の場JK於ける感染経路とは必ずしも一致す
るとは限らぬとし，針J虫に対する自然的条件，人に
対する環境社会的条件及び鈎虫と人との生態学的関
係をも考慮して始めて実際の場に於ける感染経路を
結論することが出来るとしているが，著者も第 1編
の疫学調査及び本実験の結果を考察して如上の意見 
i乙賛意を呈するものである。 
v.結 論
著者はここ数年来鈎虫感染の機会なく叉実験前数
回にわたる検便の結果鈎虫卵及び同仔虫を認めなか
った 3名の被検者の中 2名lζA.d.仔虫， N. a.仔
虫を足背広作用させ，他の 1名には小数の A.d.仔
虫を多量の水と共に経口的lζ与え，次の如き結果を
得Tこ。 
1. 仔虫の皮膚侵入率は A.d. K於ては 190Cで
は79.3%，230Cでは 100.0%を示し， N. a. K於て
は 190Cで 37.9%， 270Cで 76.5%，310Cの下では 
96.8%の値を示した。
2. 鈎虫仔虫による皮膚炎は N.a.仔虫lζ於ては 
全例に軽度の掻痔感，発赤紅斑，色素沈着を認め，
A. d.仔虫に於ては掻痔感，軽度の広痛，発赤紅斑， 
色素沈着を認め他の 1例は全く異常がなかった。
3. 自覚症状は経皮感染実験後 2~6 日自に極め 
て軽度の咳欺を認め経口感染に於ては投与後4日及
び5日自に極めて軽度の咳験を認めた。
4. 経皮感染実験例に於ては全経過中，白血球
数，好酸球数等の血液所見l乙著明なる変化がなかつ
t，こ。 
5. 経皮感染の 2例については全経過中虫卵，仔
仔虫を認めず駆虫により遂に成虫を見なかった。
6. 経口感染実験lζ於ては感染後 78日自民仔虫
を認め， 92日自民鈎虫卵を見出し， !駆虫 lとより雄2
隻，雌2隻計4隻の A.d.の成虫を認めその感染率
は36.4%であった。
稿を終るに臨み，糾i懇篤なる御指導と御校関
を賜わった恩師柳沢利喜雄教授，並びに種々御
指導を賜わった水野哲夫助教授に深謝し，種々
御助力を頂いた千大公衆衛生学教室の諸氏に衷
心より感謝致します。 
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